
【ガバナー公式訪問】飯能・日高合同例会

　　　　　　　ホテル・ヘリテイジ飯能ｓｔａ．

・点　鐘　馬場会長

・ソング　君が代　奉仕の理想

・ビジター国際ロータリー第２５７０地区

　　　　　２０２３－２４年度ガバナー

　　　　　　髙丹秀篤様（深谷ＲＣ）

　　　　　第３グループガバナー補佐

　　　　　　齋藤栄作様（入間ＲＣ）

　　　　 （深谷ＲＣ）

　　　　　　水内　寛パスト会長

　　　　　　田中　明パスト会長

　　　　　　寺田恭典会長

・記念卓話　髙丹秀篤様

【会長報告】

◎馬場会長　髙丹ガバナーをお迎えしての合

同例会、よろしくお願い致します。先程は、

１１階で和気藹々とした懇談会が出来ました。

深谷と言えば渋沢栄一。来年は一万円札が渋

沢さんに変わります。飯能も関わりのある土

地で、渋沢夫人の弟、渋沢平九郎が「飯能戦

争」で新政府軍と戦っています。半日程で撤

退となり、敗走中に平九郎は吾野の顔振（か

あぶり）峠の茶屋に寄ります。そこで「決し

て黒山の方に行ってはいけない。秩父にお逃

げなさい」とおかみに言われ、太刀を預けて

農民に変装するのですが、何故か秩父ではな

く黒山に下りてしまいます。そこで新政府軍

との闘いとなり、黒山の地で自刃。２２歳。

越生町は大河ドラマ『青天を衝け』でものす

ごく盛り上がっていました。峠には「平九郎

茶屋」が今もございます。深谷と飯能という

ことでお話させて頂きました。

◎清水会長（日高）　飯能・日高合同のガバ

ナー公式訪問にあたり馬場会長、神田幹事、

川口ＳＡＡに細かいところまで打ち合わせを

して頂き感謝しております。どうぞよろしく

お願い致します。

【幹事報告】

◎神田幹事　写真撮影の際、歴代会長は係の

指示に従って下さい。次週は１８時点鐘です。

◎町田副幹事（日高）　髙丹ガバナー、先程

の懇談会では大変参考になるお話を有難うご

ざいました。９／５理事会を開催します。

◎例会変更のお知らせ

◇所沢ＲＣ

・９／２０（火）  定款により取止め

・１０／３（火） 　ガバナー補佐訪問

・１０／１７（火） 定款により取止め

・１０／２４（火） ガバナー公式訪問

　　　　　　 所沢市５クラブ合同例会

・１０／３１（火） 定款により取止め

◇入間南ＲＣ

・９／２６（火）  月見家族例会　東京湾屋形船

・１０／１０（火） 例会取止め（定款８－１－Ｃ）

・１０／１７（火）１９（木）入間ＲＣとの合同例会に振替

・１０／２４・３１（火） 　２８（土）２９（日）　

　　　　　　 「入間万燈まつり」参加に振替

【委員会報告】

◎前年度幹事　　　　　　　　　　　市川君

「年度報告書」を配付。ご確認下さい。

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０　山口出席向上委員

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・本日の飯能・日高合同ガバナー公式訪問例

　会に３名でＭＵ参加させて頂きます。よろ

　しくお願いします。

　（深谷ＲＣ）水内寛様、田中明様、寺田恭典様

・髙丹ガバナー、齋藤ガバナー補佐、深谷ＲＣ

　の皆様ようこそ飯能へ。本日はよろしくお

　願いします。　　藤原君、大木君、小川君

　馬場会長、中里（忠）副会長、森会長エレクト

　　　　　　　　　　神田幹事、川口ＳＡＡ

・髙丹ガバナー、齋藤ガバナー補佐、本日は

　よろしくお願い致します。

　（日高ＲＣ）清水佳代子会長、引間豊副会長

　　　　　　和田貴弘幹事、谷野秀之ＳＡＡ

　　　　　　　　　　　　　町田秀雄副幹事

本日計２７，０００円、累計額１４６，５０１円。

◎６日例会当番は福島、細田（伴）会員です。

【記念卓話】

講師紹介　　　　　　　　　　　　馬場会長

　ゴージャスな会場を設定して頂き有難うご

ざいます。お話がありましたように、飯能、

日高と深谷は近い関係にあるんだなというこ

とです。渋沢平九郎は非常に人気者で、その

平九郎がこの地で最期を迎えたということは

“記念すべき地”なのだと思います。

　来年３／１６・１７は地区大会を予定しており

ます。今年は残念ながら帝国ホテルではあり

ません。深谷。山の向こうです。渋沢栄一の

新札が春の終わり頃に出るとの話ですので、

皆様にはひと足先に“新札の束”をご用意し

ておこうかなと思っておりますので、ご来場

お願い申し上げます。ちなみに深谷から来た

寺田さんは今の会長で、水内さんはパスト会

長。田中パスト会長には地区大会を仕切って

頂きます。“記念すべき地”でお話できるのは

非常に光栄でございます。

　まず私の紹介も兼ね映像を見て頂きます。

熊谷高校山岳部の出身で、夏にはよく南アル

プスの縦走を兼ねて１０日間位、山ごもり生活

をしておりました。

　これが南アルプスの「仙丈ヶ岳」。ここに行

きますとちっぽけな気持ちはすっ飛んでしま

います。幸福を呼ぶライチョウが生息してお

り、北アルプスの、尖った、見て美しいとこ

ろとはまた違った雄大な姿で、ＲＩを山の形

にしたらこういう形になるのではないかと思

います。何故ならば寛容の精神を一つの旨と

しておりますから。南アルプスの空気を吸っ

て、そういうことを身に着けようと思った次

第です。

　これは、渋沢栄一と、背景は深谷駅舎。東

京駅の駅舎も深谷のレンガ工場から運ばれて

造られたそうです。

　マッキナリーＲＩ会長が“CREATE HOPE 
in the WORLD”ということを掲げました。

「希望を創り出そう」「希望を生み出そう」世

界中に、ということですね。１月、フロリダで

ガバナーエレクトの研修を受けて参りました

が、そこでもＲＩ会長は何度も言われていま

した。彼はスコットランド出身ですからヨー

ロッパ人です。欧州人にとって今何が一番の

心配事かと言うと、ウクライナを含めた、あ

ちこちからの難民の問題です。欧州は世界の

歪みを受けています。そういう意味で

“HOPE”を常に持ち続け、生み出していき

ましょうということを盛んに言われました。

　それを受けて私は「希望を語ろう」もっと

言えば「ロータリーを語りましょう」です。

何故なら“We are Rotarian”ですから。“We 
are Rotary, together”一緒になって我々の希

望を語っていきましょうよということを私は

テーマにさせて頂きました。

　そうしましたら馬場会長のテーマも「希望

を繋ごう」です。皆さん「希望」で繋がって

いるのですね。そういうふうになれたらいい

なというふうに思います。

　ただＲＣというのは希望を語ったり希望で

繋がったりしているだけじゃダメなんです。

と、私は思います。自分で言いながらそんな

ことを言うのはおかしいのですけれども、や

はり行動人でないといけない。語って、そし

て我々の仲間を増やして一緒に行動してい

く。それが世界の平和に繋がるんだというの

がＲＩ会長の考え方です。私も同感でありま

す。そういうことで、アクションプランとし

て、我々ＲＣは一つのことに向かって実際に

行動を起こそう、行動する集団でありましょ

うということは、常に頭に置いておかなけれ

ばいけないことだと思います。

　各クラブのリーダーの皆さんにお願いして

いることがあります。今日でちょうど１４か

所目の公式訪問ですが、まず「継続性」で

す。ご存じの通りＲＣというのは１年制で

す。ＲＩの運営もそうです。そういう意味で

一昨年のジョーンズＲＩ会長の言われたこと

をマッキナリーＲＩ会長も継続していくと言

われています。ただし継続しながら「変革」

していかなければならない。「変革」してい

かなければ組織はマンネリ化し、活性化でき

ません。必要に応じて「脱皮」していかなけ

ればいけない。そう強く言われています。そ

して会員が積極的に参加するようなクラブ運

営を常にクラブリーダーは考えて下さい、と

いうことであります。

　地区が一番しなければいけないのは「学び

の場をつくること」だと思います。今までは

クラブ研修リーダー、地区研修リーダーを中

心にセミナーや新会員研修をすることが主で

したが、「研修（Training）」という言葉は

今、使わなくなり、「ラーニング（Learning）：

自ら学ぶ、探し出す、能動的に学びを取りに

いく」ということが言われます。ラーニング

のための学びの場をどのように提供できるの

か。「研修リーダー」が「ラーニング・ファシリ

テーター（ＬＦ）」に変わりますが、それよりも

皆さんの前にあるのは「Ｍｙ　ＲＯＴＡＲＹ」

です。このシステムを開発したＲＩはすごい

組織だと思います。１４０万人会員が勉強でき

るようなしくみを作ったわけですから。ここ

に入って頂ければその先はいろんな情報がた

くさんあります。中を是非覗いてみて下さ

い。すでに活用されていると思いますが、ま

だの方が居られたら是非覗いてみて下さい。

「Ｍｙ　ＲＯＴＡＲＹ」登録率７割以上の環

境づくりをして頂きたいと思います。必要な

ことは私達がサポートします。

　米山梅吉翁が常に言われていたのは「ＲＣ

というのは人間が鍛えられる道場だ」という

ことです。３年未満の会員から今日質問を受

けました。「ＲＣに費やす時間と自分の事業に

費やす時間のバランスはどうしたら良いの

か」と。自分の事業をしっかりやるためにＲＣ

で学ぶわけです。ただ、ＲＣで学んだことと

自分の事業から学ぶこと、チャレンジするこ

とというのは折角ですからクロースして（近

づけて）、その中でうまく社員の教育、他業

界との付き合いを含め、人間として成長した

ら事業もうまくいくのではないでしょうか。

そう私は確信しております。その意味で、

「学びの場をつくること」、ＲＬＩ（ロータリー

リーダーシップ研究会）の教育の場も皆さん

にたくさんご案内していきたい。３年未満の

方用のビデオも作っております。

　私のお願いなのですが、クラブ会長はクラ

ブをリードしていくために、自分自身をどん

どん前に出して下さい。そして自分の苦労話

ですとか、自信がもてるような話、自慢話で

も結構ですので、自分なりにストーリー化し

て皆さんにお伝えしたらどうでしょうか。そ

のように提案をさせて頂いております。

「第２５７０地区」は今までちょっと停滞して

おりました。地区の機能がしばらくお休みし

ていたと私は思っています。そこで皆さんの

力を借りて、この２５７０地区を再び盛り上げ

ていかなければいけないとの思いで、３つの

推進チームを作りました。

　１つは「ＤＥＩ推進チーム」。多様性・公

平性・包摂性。飯能と日高、２つの異なるク

ラブがこうやっていつも顔を合わせて一緒に

行動できるということはInclusionの世界で

すよね。そういう意味で、誰とも楽しく接し

て自分達の居場所がある。出て行って何年か

一緒に活動したならば、何らかのかたちで自

分の中に「新しいＲＣに入った」という感じ

が得られる、というのが重要なことなのでは

ないかと思います。

 それから「地区ＤＸ推進コミティ」を創り

ました。「ガバナー月信」はＨＰでの閲覧、

または、ＬＩＮＥ登録で９月号は９／１に配信

されるようになっています。今、印刷費、配

送費がすごく高くなっています。スマホにす

ぐに発信できる情報を用意して態勢をとって

おりますので、詳しい方に聞いて頂き、是非

活用して頂きたい。

　そして「甦れ２５７０プロジェクト」。これは

停滞気味なこの地区を皆さんと盛り上げてい

こうということです。先週の日・月曜日には

富士登山を地区で実施し、２５名の参加者を

得ました。その前の週は３年未満の会員に集

まって頂いて、ロータリー・ワークショップ

ということで２時間程、チームに分かれて、

それぞれ言いたいことを言って、「ＲＣ、本当

にこれから続けていく価値があるの？」とい

うようなことも含めて討論して頂きました。

その後、皆さんから発表して頂いたのです

が、新しく入った方々はＲＣに対してフレッ

シュな感覚をお持ちですので、私も非常に参

考にさせて頂いた内容でありました。このプ

ロジェクトではこれからもいろんなイベント

を考えています。大相撲一月場所は蔵前国技

館の升席を５０席位確保してあります。相撲

に興味のある同士で語り合えたらなと思って

います。第２５７０地区を皆さんで盛り上げて

いきたいなと思っておりますので是非よろし

くご協力の程お願い申し上げます。

 最後にマッキナリーＲＩ会長のメッセージ

をご紹介します。

　平素より大変お世話になっています。ＲＣ

は新しい深刻な課題に直面する中でも会員と

世界の人々への思いやりを示し、末長い平和

を築くために尽力しています。また、会員の

帰属意識を高め、あらゆる面でInclusionを

推進しています。私がＲＣで皆様に「世界に

希望を生み出そう」と呼び掛けているのはこ

のためです。

　これを卓話の最後の言葉として皆さんに贈

らせて頂いて、私の話を終わりたいと思いま

す。今日はご清聴有難うございました。

・閉会点鐘　清水会長（日高）

ＲＩ会長 ゴードンR.マッキナリー
世界に希望を生み出そう 髙 丹 秀 篤

齋 藤 栄 作

会 員 増 強 推 進 月 間

当 番 永安寺君、藤原君

第 例会

馬 場 正 春 神 田 敬 文
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・髙丹ガバナー、齋藤ガバナー補佐、本日は

　よろしくお願い致します。

　（日高ＲＣ）清水佳代子会長、引間豊副会長

　　　　　　和田貴弘幹事、谷野秀之ＳＡＡ

　　　　　　　　　　　　　町田秀雄副幹事

本日計２７，０００円、累計額１４６，５０１円。

◎６日例会当番は福島、細田（伴）会員です。

【記念卓話】

講師紹介　　　　　　　　　　　　馬場会長

　ゴージャスな会場を設定して頂き有難うご

ざいます。お話がありましたように、飯能、

日高と深谷は近い関係にあるんだなというこ

とです。渋沢平九郎は非常に人気者で、その

平九郎がこの地で最期を迎えたということは

“記念すべき地”なのだと思います。

　来年３／１６・１７は地区大会を予定しており

ます。今年は残念ながら帝国ホテルではあり

ません。深谷。山の向こうです。渋沢栄一の

新札が春の終わり頃に出るとの話ですので、

皆様にはひと足先に“新札の束”をご用意し

ておこうかなと思っておりますので、ご来場

お願い申し上げます。ちなみに深谷から来た

寺田さんは今の会長で、水内さんはパスト会

長。田中パスト会長には地区大会を仕切って

頂きます。“記念すべき地”でお話できるのは

非常に光栄でございます。

　まず私の紹介も兼ね映像を見て頂きます。

熊谷高校山岳部の出身で、夏にはよく南アル

プスの縦走を兼ねて１０日間位、山ごもり生活

をしておりました。

　これが南アルプスの「仙丈ヶ岳」。ここに行

きますとちっぽけな気持ちはすっ飛んでしま

います。幸福を呼ぶライチョウが生息してお

り、北アルプスの、尖った、見て美しいとこ

ろとはまた違った雄大な姿で、ＲＩを山の形

にしたらこういう形になるのではないかと思

います。何故ならば寛容の精神を一つの旨と

しておりますから。南アルプスの空気を吸っ

て、そういうことを身に着けようと思った次

第です。

　これは、渋沢栄一と、背景は深谷駅舎。東

京駅の駅舎も深谷のレンガ工場から運ばれて

造られたそうです。

　マッキナリーＲＩ会長が“CREATE HOPE 
in the WORLD”ということを掲げました。

「希望を創り出そう」「希望を生み出そう」世

界中に、ということですね。１月、フロリダで

ガバナーエレクトの研修を受けて参りました

が、そこでもＲＩ会長は何度も言われていま

した。彼はスコットランド出身ですからヨー

ロッパ人です。欧州人にとって今何が一番の

心配事かと言うと、ウクライナを含めた、あ

ちこちからの難民の問題です。欧州は世界の

歪みを受けています。そういう意味で

“HOPE”を常に持ち続け、生み出していき

ましょうということを盛んに言われました。

　それを受けて私は「希望を語ろう」もっと

言えば「ロータリーを語りましょう」です。

何故なら“We are Rotarian”ですから。“We 
are Rotary, together”一緒になって我々の希

望を語っていきましょうよということを私は

テーマにさせて頂きました。

　そうしましたら馬場会長のテーマも「希望

を繋ごう」です。皆さん「希望」で繋がって

いるのですね。そういうふうになれたらいい

なというふうに思います。

　ただＲＣというのは希望を語ったり希望で

繋がったりしているだけじゃダメなんです。

と、私は思います。自分で言いながらそんな

ことを言うのはおかしいのですけれども、や

はり行動人でないといけない。語って、そし

て我々の仲間を増やして一緒に行動してい

く。それが世界の平和に繋がるんだというの

がＲＩ会長の考え方です。私も同感でありま

す。そういうことで、アクションプランとし

て、我々ＲＣは一つのことに向かって実際に

行動を起こそう、行動する集団でありましょ

うということは、常に頭に置いておかなけれ

ばいけないことだと思います。

　各クラブのリーダーの皆さんにお願いして

いることがあります。今日でちょうど１４か

所目の公式訪問ですが、まず「継続性」で

す。ご存じの通りＲＣというのは１年制で

す。ＲＩの運営もそうです。そういう意味で

一昨年のジョーンズＲＩ会長の言われたこと

をマッキナリーＲＩ会長も継続していくと言

われています。ただし継続しながら「変革」

していかなければならない。「変革」してい

かなければ組織はマンネリ化し、活性化でき

ません。必要に応じて「脱皮」していかなけ

ればいけない。そう強く言われています。そ

して会員が積極的に参加するようなクラブ運

営を常にクラブリーダーは考えて下さい、と

いうことであります。

　地区が一番しなければいけないのは「学び

の場をつくること」だと思います。今までは

クラブ研修リーダー、地区研修リーダーを中
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か。「研修リーダー」が「ラーニング・ファシリ
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　私のお願いなのですが、クラブ会長はクラ
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「第２５７０地区」は今までちょっと停滞して

おりました。地区の機能がしばらくお休みし
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停滞気味なこの地区を皆さんと盛り上げてい

こうということです。先週の日・月曜日には

富士登山を地区で実施し、２５名の参加者を

得ました。その前の週は３年未満の会員に集

まって頂いて、ロータリー・ワークショップ

ということで２時間程、チームに分かれて、

それぞれ言いたいことを言って、「ＲＣ、本当

にこれから続けていく価値があるの？」とい

うようなことも含めて討論して頂きました。

その後、皆さんから発表して頂いたのです

が、新しく入った方々はＲＣに対してフレッ

シュな感覚をお持ちですので、私も非常に参

考にさせて頂いた内容でありました。このプ

ロジェクトではこれからもいろんなイベント

を考えています。大相撲一月場所は蔵前国技

館の升席を５０席位確保してあります。相撲

に興味のある同士で語り合えたらなと思って

います。第２５７０地区を皆さんで盛り上げて

いきたいなと思っておりますので是非よろし

くご協力の程お願い申し上げます。

 最後にマッキナリーＲＩ会長のメッセージ

をご紹介します。

　平素より大変お世話になっています。ＲＣ

は新しい深刻な課題に直面する中でも会員と

世界の人々への思いやりを示し、末長い平和

を築くために尽力しています。また、会員の

帰属意識を高め、あらゆる面でInclusionを

推進しています。私がＲＣで皆様に「世界に

希望を生み出そう」と呼び掛けているのはこ

のためです。

　これを卓話の最後の言葉として皆さんに贈

らせて頂いて、私の話を終わりたいと思いま

す。今日はご清聴有難うございました。

・閉会点鐘　清水会長（日高）入会３年未満の会員との懇談会
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【ガバナー公式訪問】飯能・日高合同例会

　　　　　　　ホテル・ヘリテイジ飯能ｓｔａ．

・点　鐘　馬場会長

・ソング　君が代　奉仕の理想

・ビジター国際ロータリー第２５７０地区

　　　　　２０２３－２４年度ガバナー

　　　　　　髙丹秀篤様（深谷ＲＣ）

　　　　　第３グループガバナー補佐

　　　　　　齋藤栄作様（入間ＲＣ）

　　　　 （深谷ＲＣ）
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退となり、敗走中に平九郎は吾野の顔振（か

あぶり）峠の茶屋に寄ります。そこで「決し

て黒山の方に行ってはいけない。秩父にお逃

げなさい」とおかみに言われ、太刀を預けて
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す。ご存じの通りＲＣというのは１年制で

す。ＲＩの運営もそうです。そういう意味で

一昨年のジョーンズＲＩ会長の言われたこと

をマッキナリーＲＩ会長も継続していくと言

われています。ただし継続しながら「変革」

していかなければならない。「変革」してい

かなければ組織はマンネリ化し、活性化でき

ません。必要に応じて「脱皮」していかなけ

ればいけない。そう強く言われています。そ

して会員が積極的に参加するようなクラブ運

営を常にクラブリーダーは考えて下さい、と

いうことであります。

　地区が一番しなければいけないのは「学び

の場をつくること」だと思います。今までは

クラブ研修リーダー、地区研修リーダーを中

心にセミナーや新会員研修をすることが主で

したが、「研修（Training）」という言葉は

今、使わなくなり、「ラーニング（Learning）：

自ら学ぶ、探し出す、能動的に学びを取りに

いく」ということが言われます。ラーニング

のための学びの場をどのように提供できるの

か。「研修リーダー」が「ラーニング・ファシリ

テーター（ＬＦ）」に変わりますが、それよりも

皆さんの前にあるのは「Ｍｙ　ＲＯＴＡＲＹ」

です。このシステムを開発したＲＩはすごい

組織だと思います。１４０万人会員が勉強でき

るようなしくみを作ったわけですから。ここ

に入って頂ければその先はいろんな情報がた

くさんあります。中を是非覗いてみて下さ

い。すでに活用されていると思いますが、ま

だの方が居られたら是非覗いてみて下さい。

「Ｍｙ　ＲＯＴＡＲＹ」登録率７割以上の環

境づくりをして頂きたいと思います。必要な

ことは私達がサポートします。

　米山梅吉翁が常に言われていたのは「ＲＣ

というのは人間が鍛えられる道場だ」という

ことです。３年未満の会員から今日質問を受

けました。「ＲＣに費やす時間と自分の事業に

費やす時間のバランスはどうしたら良いの

か」と。自分の事業をしっかりやるためにＲＣ

で学ぶわけです。ただ、ＲＣで学んだことと

自分の事業から学ぶこと、チャレンジするこ

とというのは折角ですからクロースして（近

づけて）、その中でうまく社員の教育、他業

界との付き合いを含め、人間として成長した

ら事業もうまくいくのではないでしょうか。

そう私は確信しております。その意味で、

「学びの場をつくること」、ＲＬＩ（ロータリー

リーダーシップ研究会）の教育の場も皆さん

にたくさんご案内していきたい。３年未満の

方用のビデオも作っております。

　私のお願いなのですが、クラブ会長はクラ

ブをリードしていくために、自分自身をどん

どん前に出して下さい。そして自分の苦労話

ですとか、自信がもてるような話、自慢話で

も結構ですので、自分なりにストーリー化し

て皆さんにお伝えしたらどうでしょうか。そ

のように提案をさせて頂いております。

「第２５７０地区」は今までちょっと停滞して

おりました。地区の機能がしばらくお休みし

ていたと私は思っています。そこで皆さんの

力を借りて、この２５７０地区を再び盛り上げ

ていかなければいけないとの思いで、３つの

推進チームを作りました。

　１つは「ＤＥＩ推進チーム」。多様性・公

平性・包摂性。飯能と日高、２つの異なるク

ラブがこうやっていつも顔を合わせて一緒に

行動できるということはInclusionの世界で

すよね。そういう意味で、誰とも楽しく接し

て自分達の居場所がある。出て行って何年か

一緒に活動したならば、何らかのかたちで自

分の中に「新しいＲＣに入った」という感じ

が得られる、というのが重要なことなのでは

ないかと思います。

 それから「地区ＤＸ推進コミティ」を創り

ました。「ガバナー月信」はＨＰでの閲覧、

または、ＬＩＮＥ登録で９月号は９／１に配信

されるようになっています。今、印刷費、配

送費がすごく高くなっています。スマホにす

ぐに発信できる情報を用意して態勢をとって

おりますので、詳しい方に聞いて頂き、是非

活用して頂きたい。

　そして「甦れ２５７０プロジェクト」。これは

停滞気味なこの地区を皆さんと盛り上げてい

こうということです。先週の日・月曜日には

富士登山を地区で実施し、２５名の参加者を

得ました。その前の週は３年未満の会員に集

まって頂いて、ロータリー・ワークショップ

ということで２時間程、チームに分かれて、

それぞれ言いたいことを言って、「ＲＣ、本当

にこれから続けていく価値があるの？」とい

うようなことも含めて討論して頂きました。

その後、皆さんから発表して頂いたのです

が、新しく入った方々はＲＣに対してフレッ

シュな感覚をお持ちですので、私も非常に参

考にさせて頂いた内容でありました。このプ

ロジェクトではこれからもいろんなイベント

を考えています。大相撲一月場所は蔵前国技

館の升席を５０席位確保してあります。相撲

に興味のある同士で語り合えたらなと思って

います。第２５７０地区を皆さんで盛り上げて

いきたいなと思っておりますので是非よろし

くご協力の程お願い申し上げます。

 最後にマッキナリーＲＩ会長のメッセージ

をご紹介します。

　平素より大変お世話になっています。ＲＣ

は新しい深刻な課題に直面する中でも会員と

世界の人々への思いやりを示し、末長い平和

を築くために尽力しています。また、会員の

帰属意識を高め、あらゆる面でInclusionを

推進しています。私がＲＣで皆様に「世界に

希望を生み出そう」と呼び掛けているのはこ

のためです。

　これを卓話の最後の言葉として皆さんに贈

らせて頂いて、私の話を終わりたいと思いま

す。今日はご清聴有難うございました。

・閉会点鐘　清水会長（日高）

髙 丹 秀 篤 様（深谷ＲＣ）

国際ロータリー第２５７０地区 ガバナー２０２３－２４年度

ガバナー公式訪問例会 記念卓話



【ガバナー公式訪問】飯能・日高合同例会

　　　　　　　ホテル・ヘリテイジ飯能ｓｔａ．

・点　鐘　馬場会長

・ソング　君が代　奉仕の理想

・ビジター国際ロータリー第２５７０地区

　　　　　２０２３－２４年度ガバナー

　　　　　　髙丹秀篤様（深谷ＲＣ）

　　　　　第３グループガバナー補佐

　　　　　　齋藤栄作様（入間ＲＣ）

　　　　 （深谷ＲＣ）

　　　　　　水内　寛パスト会長

　　　　　　田中　明パスト会長

　　　　　　寺田恭典会長

・記念卓話　髙丹秀篤様

【会長報告】

◎馬場会長　髙丹ガバナーをお迎えしての合

同例会、よろしくお願い致します。先程は、

１１階で和気藹々とした懇談会が出来ました。

深谷と言えば渋沢栄一。来年は一万円札が渋

沢さんに変わります。飯能も関わりのある土

地で、渋沢夫人の弟、渋沢平九郎が「飯能戦

争」で新政府軍と戦っています。半日程で撤

退となり、敗走中に平九郎は吾野の顔振（か

あぶり）峠の茶屋に寄ります。そこで「決し

て黒山の方に行ってはいけない。秩父にお逃

げなさい」とおかみに言われ、太刀を預けて

農民に変装するのですが、何故か秩父ではな

く黒山に下りてしまいます。そこで新政府軍

との闘いとなり、黒山の地で自刃。２２歳。

越生町は大河ドラマ『青天を衝け』でものす

ごく盛り上がっていました。峠には「平九郎

茶屋」が今もございます。深谷と飯能という

ことでお話させて頂きました。

◎清水会長（日高）　飯能・日高合同のガバ

ナー公式訪問にあたり馬場会長、神田幹事、

川口ＳＡＡに細かいところまで打ち合わせを

して頂き感謝しております。どうぞよろしく

お願い致します。

【幹事報告】

◎神田幹事　写真撮影の際、歴代会長は係の

指示に従って下さい。次週は１８時点鐘です。

◎町田副幹事（日高）　髙丹ガバナー、先程

の懇談会では大変参考になるお話を有難うご

ざいました。９／５理事会を開催します。

◎例会変更のお知らせ

◇所沢ＲＣ

・９／２０（火）  定款により取止め

・１０／３（火） 　ガバナー補佐訪問

・１０／１７（火） 定款により取止め

・１０／２４（火） ガバナー公式訪問

　　　　　　 所沢市５クラブ合同例会

・１０／３１（火） 定款により取止め

◇入間南ＲＣ

・９／２６（火）  月見家族例会　東京湾屋形船

・１０／１０（火） 例会取止め（定款８－１－Ｃ）

・１０／１７（火）１９（木）入間ＲＣとの合同例会に振替

・１０／２４・３１（火） 　２８（土）２９（日）　

　　　　　　 「入間万燈まつり」参加に振替

【委員会報告】

◎前年度幹事　　　　　　　　　　　市川君

「年度報告書」を配付。ご確認下さい。

【出席報告】ＭＵ・無届欠席０　山口出席向上委員

【ＳＡＡ報告】

◎ニコニコＢＯＸ

・本日の飯能・日高合同ガバナー公式訪問例

　会に３名でＭＵ参加させて頂きます。よろ

　しくお願いします。

　（深谷ＲＣ）水内寛様、田中明様、寺田恭典様

・髙丹ガバナー、齋藤ガバナー補佐、深谷ＲＣ

　の皆様ようこそ飯能へ。本日はよろしくお

　願いします。　　藤原君、大木君、小川君

　馬場会長、中里（忠）副会長、森会長エレクト

　　　　　　　　　　神田幹事、川口ＳＡＡ

・髙丹ガバナー、齋藤ガバナー補佐、本日は

　よろしくお願い致します。

　（日高ＲＣ）清水佳代子会長、引間豊副会長

　　　　　　和田貴弘幹事、谷野秀之ＳＡＡ

　　　　　　　　　　　　　町田秀雄副幹事

本日計２７，０００円、累計額１４６，５０１円。

◎６日例会当番は福島、細田（伴）会員です。

【記念卓話】

講師紹介　　　　　　　　　　　　馬場会長

　ゴージャスな会場を設定して頂き有難うご

ざいます。お話がありましたように、飯能、

日高と深谷は近い関係にあるんだなというこ

とです。渋沢平九郎は非常に人気者で、その

平九郎がこの地で最期を迎えたということは

“記念すべき地”なのだと思います。

　来年３／１６・１７は地区大会を予定しており

ます。今年は残念ながら帝国ホテルではあり

ません。深谷。山の向こうです。渋沢栄一の

新札が春の終わり頃に出るとの話ですので、

皆様にはひと足先に“新札の束”をご用意し

ておこうかなと思っておりますので、ご来場

お願い申し上げます。ちなみに深谷から来た

寺田さんは今の会長で、水内さんはパスト会

長。田中パスト会長には地区大会を仕切って

頂きます。“記念すべき地”でお話できるのは

非常に光栄でございます。

　まず私の紹介も兼ね映像を見て頂きます。

熊谷高校山岳部の出身で、夏にはよく南アル

プスの縦走を兼ねて１０日間位、山ごもり生活

をしておりました。

　これが南アルプスの「仙丈ヶ岳」。ここに行

きますとちっぽけな気持ちはすっ飛んでしま

います。幸福を呼ぶライチョウが生息してお

り、北アルプスの、尖った、見て美しいとこ

ろとはまた違った雄大な姿で、ＲＩを山の形

にしたらこういう形になるのではないかと思

います。何故ならば寛容の精神を一つの旨と

しておりますから。南アルプスの空気を吸っ

て、そういうことを身に着けようと思った次

第です。

　これは、渋沢栄一と、背景は深谷駅舎。東

京駅の駅舎も深谷のレンガ工場から運ばれて

造られたそうです。

　マッキナリーＲＩ会長が“CREATE HOPE 
in the WORLD”ということを掲げました。

「希望を創り出そう」「希望を生み出そう」世

界中に、ということですね。１月、フロリダで

ガバナーエレクトの研修を受けて参りました

が、そこでもＲＩ会長は何度も言われていま

した。彼はスコットランド出身ですからヨー

ロッパ人です。欧州人にとって今何が一番の

心配事かと言うと、ウクライナを含めた、あ

ちこちからの難民の問題です。欧州は世界の

歪みを受けています。そういう意味で

“HOPE”を常に持ち続け、生み出していき

ましょうということを盛んに言われました。

　それを受けて私は「希望を語ろう」もっと

言えば「ロータリーを語りましょう」です。

何故なら“We are Rotarian”ですから。“We 
are Rotary, together”一緒になって我々の希

望を語っていきましょうよということを私は

テーマにさせて頂きました。

　そうしましたら馬場会長のテーマも「希望

を繋ごう」です。皆さん「希望」で繋がって

いるのですね。そういうふうになれたらいい

なというふうに思います。

　ただＲＣというのは希望を語ったり希望で

繋がったりしているだけじゃダメなんです。

と、私は思います。自分で言いながらそんな

ことを言うのはおかしいのですけれども、や

はり行動人でないといけない。語って、そし

て我々の仲間を増やして一緒に行動してい

く。それが世界の平和に繋がるんだというの

がＲＩ会長の考え方です。私も同感でありま

す。そういうことで、アクションプランとし

て、我々ＲＣは一つのことに向かって実際に

行動を起こそう、行動する集団でありましょ

うということは、常に頭に置いておかなけれ

ばいけないことだと思います。

　各クラブのリーダーの皆さんにお願いして

いることがあります。今日でちょうど１４か

所目の公式訪問ですが、まず「継続性」で

す。ご存じの通りＲＣというのは１年制で

す。ＲＩの運営もそうです。そういう意味で

一昨年のジョーンズＲＩ会長の言われたこと

をマッキナリーＲＩ会長も継続していくと言

われています。ただし継続しながら「変革」

していかなければならない。「変革」してい

かなければ組織はマンネリ化し、活性化でき

ません。必要に応じて「脱皮」していかなけ

ればいけない。そう強く言われています。そ

して会員が積極的に参加するようなクラブ運

営を常にクラブリーダーは考えて下さい、と

いうことであります。

　地区が一番しなければいけないのは「学び

の場をつくること」だと思います。今までは

クラブ研修リーダー、地区研修リーダーを中

心にセミナーや新会員研修をすることが主で

したが、「研修（Training）」という言葉は

今、使わなくなり、「ラーニング（Learning）：

自ら学ぶ、探し出す、能動的に学びを取りに

いく」ということが言われます。ラーニング

のための学びの場をどのように提供できるの

か。「研修リーダー」が「ラーニング・ファシリ

テーター（ＬＦ）」に変わりますが、それよりも

皆さんの前にあるのは「Ｍｙ　ＲＯＴＡＲＹ」

です。このシステムを開発したＲＩはすごい

組織だと思います。１４０万人会員が勉強でき

るようなしくみを作ったわけですから。ここ

に入って頂ければその先はいろんな情報がた

くさんあります。中を是非覗いてみて下さ

い。すでに活用されていると思いますが、ま

だの方が居られたら是非覗いてみて下さい。

「Ｍｙ　ＲＯＴＡＲＹ」登録率７割以上の環

境づくりをして頂きたいと思います。必要な

ことは私達がサポートします。

　米山梅吉翁が常に言われていたのは「ＲＣ

というのは人間が鍛えられる道場だ」という

ことです。３年未満の会員から今日質問を受

けました。「ＲＣに費やす時間と自分の事業に

費やす時間のバランスはどうしたら良いの

か」と。自分の事業をしっかりやるためにＲＣ

で学ぶわけです。ただ、ＲＣで学んだことと

自分の事業から学ぶこと、チャレンジするこ

とというのは折角ですからクロースして（近

づけて）、その中でうまく社員の教育、他業

界との付き合いを含め、人間として成長した

ら事業もうまくいくのではないでしょうか。

そう私は確信しております。その意味で、

「学びの場をつくること」、ＲＬＩ（ロータリー

リーダーシップ研究会）の教育の場も皆さん

にたくさんご案内していきたい。３年未満の

方用のビデオも作っております。

　私のお願いなのですが、クラブ会長はクラ

ブをリードしていくために、自分自身をどん

どん前に出して下さい。そして自分の苦労話

ですとか、自信がもてるような話、自慢話で

も結構ですので、自分なりにストーリー化し

て皆さんにお伝えしたらどうでしょうか。そ

のように提案をさせて頂いております。

「第２５７０地区」は今までちょっと停滞して

おりました。地区の機能がしばらくお休みし

ていたと私は思っています。そこで皆さんの

力を借りて、この２５７０地区を再び盛り上げ

ていかなければいけないとの思いで、３つの

推進チームを作りました。

　１つは「ＤＥＩ推進チーム」。多様性・公

平性・包摂性。飯能と日高、２つの異なるク

ラブがこうやっていつも顔を合わせて一緒に

行動できるということはInclusionの世界で

すよね。そういう意味で、誰とも楽しく接し

て自分達の居場所がある。出て行って何年か

一緒に活動したならば、何らかのかたちで自

分の中に「新しいＲＣに入った」という感じ

が得られる、というのが重要なことなのでは

ないかと思います。

 それから「地区ＤＸ推進コミティ」を創り

ました。「ガバナー月信」はＨＰでの閲覧、

または、ＬＩＮＥ登録で９月号は９／１に配信

されるようになっています。今、印刷費、配

送費がすごく高くなっています。スマホにす

ぐに発信できる情報を用意して態勢をとって

おりますので、詳しい方に聞いて頂き、是非

活用して頂きたい。

　そして「甦れ２５７０プロジェクト」。これは

停滞気味なこの地区を皆さんと盛り上げてい

こうということです。先週の日・月曜日には

富士登山を地区で実施し、２５名の参加者を

得ました。その前の週は３年未満の会員に集

まって頂いて、ロータリー・ワークショップ

ということで２時間程、チームに分かれて、

それぞれ言いたいことを言って、「ＲＣ、本当

にこれから続けていく価値があるの？」とい

うようなことも含めて討論して頂きました。

その後、皆さんから発表して頂いたのです

が、新しく入った方々はＲＣに対してフレッ

シュな感覚をお持ちですので、私も非常に参

考にさせて頂いた内容でありました。このプ

ロジェクトではこれからもいろんなイベント

を考えています。大相撲一月場所は蔵前国技

館の升席を５０席位確保してあります。相撲

に興味のある同士で語り合えたらなと思って

います。第２５７０地区を皆さんで盛り上げて

いきたいなと思っておりますので是非よろし

くご協力の程お願い申し上げます。

 最後にマッキナリーＲＩ会長のメッセージ

をご紹介します。

　平素より大変お世話になっています。ＲＣ

は新しい深刻な課題に直面する中でも会員と

世界の人々への思いやりを示し、末長い平和

を築くために尽力しています。また、会員の

帰属意識を高め、あらゆる面でInclusionを

推進しています。私がＲＣで皆様に「世界に

希望を生み出そう」と呼び掛けているのはこ

のためです。

　これを卓話の最後の言葉として皆さんに贈

らせて頂いて、私の話を終わりたいと思いま

す。今日はご清聴有難うございました。

・閉会点鐘　清水会長（日高）


